
　・以前にも話したが笑いをとること。どのようにしたら笑ってもらえるか。笑いの要素があ

　　ると生きていく力になると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三森様）

　Ⅴ　グループホームにおける今後の活動予定報告

　　　　→普段の生活の中で、やってみたいことや行きたい所、食べたい物などの話をして　　　　　　　　　

　・行事の内容に関しては利用者の要望や意見なども取り入れているのか？

　　　　　できることは行事にも取り入れるようにしている。　　　　　　　　　　

　・外国人技能実習の期間は？給料は出る？　　　　　　　　　　　　　　　　　（名取様）

　　　　→当施設の実習生は今年の3月から3年間の予定で、その後は資格を取得した後就労ビ　　　　　　　　　

　　　　　ザを得るという流れ。給料は出る。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
　・本が好きでよく読んでいる。以前勝沼図書館に寄付したことがある。　　　　（三枝様）

　　　９月　敬老会…ボランティアを招いて実施予定。

　Ⅱ　運営推進会議の構成員の紹介

　　 を指す。　　　　　

　　　◎７月～８月　・ビデオ、広報誌にて(七夕まつり・お茶会・夏まつり・すいか割り)

　Ⅳ　グループホームにおける活動状況・予定状況及び内容への評価

　・毎回グレードアップしていて、職員の方が頑張っている様子が見てとれる。

　・最近、needとwantという言葉がよく聞かれている。個々によって違うが、本当の希望の　　　　　　　　　　　　　　　　　(三森様)

　　背景にあるものを把握する事が大事。

　※ needは「目的」や「必要性」で、wantはneedを満たすための「手段」や「具体的な欲求」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　Ⅲ　グループホームにおける活動状況及び内容報告　

　開催場所　勝沼ナーシングセンター　1階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　米倉

グループホームアゼリア　第１１０回　運営推進会議　議事録

　開催日時　令和７年８月２８日（木）１３：３０～

　　　　―　―　―　―　―　―　―　議 事 録　―　―　―　―　―　―　―　

　Ⅰ　開会挨拶　　金井管理者

　出 席 者　三枝様(利用者)　

　　　　　　名取様（甲州市介護支援課）　三森様（民生委員）    

　　　　　　金井管理者　西矢事務長　小島介護員　戸田介護員　米倉CM　



　　・甲州市民文化会館で開催しているオレンジカフェには今後も利用していきたいと考える。

　　　　かったと言っていた。普段日常生活の中で利用者とは話をする時間を多く持ち、接し

　　　→以前利用した利用者が、その際に自分のことをいろいろ聞いてくれたのがとても嬉し

　　　　ていたつもりだったが、その言葉を聞いて少しショックを受けた。　　　　

　　　勝沼図書館との交流(検討中)

　　・現在入居者　本館９名

　　　　　　　　　新館９名

　　　　　　　　　待機者７名→うち5名は在宅希望

　　※次回運営推進会議日程　令和７年１０月２３日（木）１３：３０～

　Ⅶ　その他

　　金井管理者より

　　・コロナ感染について…職員３名、利用者１名陽性→クラスターにはならず治まる。

　　　引き続きマスク着用の徹底を図っていく。　　　　　　　　　　　

　　西矢事務長より

　　　ている。例えば歯に関する専門分野に詳しい職員による歯みがき教室のようなことなど。

　　・職員の趣味・特技や資格等を生かして〇○教室のようなことを開催してみたいと考え

　Ⅵ　地域における活動の日程及び参加要項報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→市の方で確認してみる。

　　・傾聴ボランティアに行ってみたいという意見が出ている。　　　　　　　　　（小島）

　　・地域の住民がボランティアで三味線など披露している場面がある。

　　　こちらから話を通す事ができるので、興味があれば言ってください。　　　　(三森様)


